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索
引
は
、
著
者
、
粛
名
の
も
の
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
汽
料
と
逐
次
刊
行
物
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
省
略
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。
新
聞
関
係
は
、
草
創
期
の
新
聞
実
物
、
新
聞
・
マ
ス
コ
ミ
論
、
編
集
実
務
、
新
聞
社
社
史
を
含
め
た
新
聞
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
、
新
聞
人
の
伝
記
・
著
作
お
よ
び
古
簡
等
の
自
筆
資
料
で
あ
る
。
広
告
・
宜
伝
類
も
、
理
論
か
ら
実
際
の
看
板
、
引
札
、
チ
ラ
ッ
、
マ
ッ
チ
の
レ
ッ
テ
ル
に
至
る
ま
で
多
種
に
わ
た
る
。
も
う
―
つ
の
特
徴
は
、
社
会
風
俗
に
関
す
る
資
料
群
で
あ
る
。
西
垣
氏
が
事
務
所
を
雖
い
た
銀
座
に
関
す
る
も
の
を
は
じ
め
浅
草
も
の
な
ど
の
東
京
地
理
風
俗
、
裟
災
も
の
、
料
理
、
酒
、
煙
草
に
関
し
て
の
図
祖
と
賓
料
で
あ
る
。
こ
の
文
罪
の
多
く
の
部
分
を
占
め
る
資
料
も
の
は
、
図
困
館
に
寄
贈
さ
れ
た
時
点
で
は
、
類
別
等
が
定
ま
っ
て
お
ら
ず
か
な
り
雑
然
と
し
た
状
態
に
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
が
仕
分
け
ら
れ
、
必
要
に
応
じ
て
套
、
峡
に
納
め
た
り
、
貼
込
帖
や
ク
リ
ア
・
フ
ァ
イ
ル
に
綴
る
な
ど
し
て
系
統
的
に
整
理
さ
れ
、
利
用
に
便
利
と
な
っ
て
い
る
。
「
西
垣
文
庫
」
は
、
新
聞
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
中
核
と
し
つ
つ
も
、
社
会
風
俗
全
般
に
わ
た
る
幅
広
い
汽
料
群
で
あ
る
。
こ
の
目
録
に
よ
り
広
範
囲
の
研
究
者
の
利
用
に
供
さ
れ
、
諸
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。
ま
た
そ
れ
が
、
西
垣
氏
と
ご
追
族
、
西
垣
氏
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
『柳
田
泉
文
庫
目
録
』
近
代
文
学
研
究
の
、
と
り
わ
け
明
治
文
学
研
究
の
泰
斗
と
し
て
、
そ
の
実
証
的
な
学
風
で
知
ら
れ
た
柳
田
泉
先
生
が
亡
く
な
っ
た
の
は
、
昭
和
四
十
四
年
六
月
七
日
、
七
十
六
歳
で
あ
っ
た
。
先
生
の
ご
造
志
に
従
っ
て
、
蔵
書
は
図
書
館
へ
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
昭
和
四
十
八
年
九
月
、
冊
数
に
し
て
お
よ
そ
一
万
四
千
冊
、
和
漢
洋
の
三
学
に
わ
た
る
そ
の
収
害
が
館
蔵
に
帰
し
た
。図
円
館
で
は
、
受
入
の
後
、
ま
ず
洋
書
を
整
理
、
続
い
て
和
漢
街
の
一
部
に
着
手
し
た
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
中
断
、
そ
の
後
再
開
の
目
途
の
立
た
ぬ
ま
ま
、
懸
案
の
事
項
と
な
っ
て
数
年
が
過
ぎ
た
が
、
去
る
五
十
九
年
六
月
、
新
図
書
館
完
成
ま
で
に
す
べ
て
の
滞
貨
図
魯
の
整
理
を
完
了
さ
せ
る
と
い
う
方
針
の
も
と
に
、
特
殊
文
庫
整
理
班
が
館
員
三
名
を
も
っ
て
発
足
、
よ
う
や
く
、
柳
田
先
生
の
蔵
困
を
脆
理
す
る
本
格
的
な
態
勢
が
整
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
爾
来
二
年
四
ヶ
月
が
経
過
し
た
が
、
今
年
度
中
に
は
、
柳
田
泉
文
庫
と
し
て
冊
子
目
録
が
完
成
す
る
見
通
し
が
立
っ
た
。
現
在
編
集
作
業
中
で
あ
り
、
政
由
の
内
容
、
目
録
の
実
際
等
詳
し
い
報
告
を
す
る
段
階
に
な
い
が
、
こ
こ
に
内
容
の
一
端
を
紹
介
し
、
整
理
の
方
針
、
留
意
し
た
点
な
ど
述
べ
て
み
た
い
。
柳
田
先
生
の
蔵
書
に
つ
い
て
ま
ず
言
う
べ
き
事
は
、
和
漢
洋
の
三
学
に
わ
た
る
、
そ
の
収
集
の
幅
の
広
さ
、
資
料
の
多
様
さ
と
い
っ
た
点
で
あ
ろ
う
か
°
和
書
が
あ
り
、
漢
籍
が
あ
り
、
洋
書
が
あ
る
。
和
m]
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
の
年
代
も
、
都
末
か
ら
昭
和
も
四
十
年
代
ま
で
、
明
治
の
変
革
期
を
は
さ
ん
で
「
新
旧
」
の
汽
料
が
と
ぎ
れ
る
こ
と
な
く
集
め
ら
れ
て
い
る
。
新
聞
・
雑
誌
が
あ
り
、
柳
田
先
生
自
箪
の
稿
本
、
門
下
生
の
手
も
混
じ
る
抜
書
類
、
新
聞
雑
誌
の
切
抜
類
等
が
、
各
々
相
当
の
ク
イ
ト
ル
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
過
去
に
館
蔵
に
帰
し
た
多
く
の
文
庫
に
見
ら
れ
な
い
多
様
さ
で
あ
る
。
一
方
、
硲
料
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
当
然
の
事
な
が
ら
、
明
治
期
の
も
の
に
見
る
べ
き
も
の
が
多
い
。
花
袋
、
腐
伴
を
は
じ
め
と
す
る
小
説
類
、
雪
艇
、
蘇
峰
ら
を
中
心
と
す
る
社
会
評
論
、
政
治
評
論
、
「
新
体
詩
抄
」
以
下
の
新
体
（
昭
和
六
二
年
五
月
刊
予
定
）
に
と
っ
て
も
痰
望
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
思
う
。
（
金
子
宏
二
）
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詩
の
類
そ
し
て
、
個
人
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ソ
と
し
て
は
お
そ
ら
く
他
に
類
を
見
な
い
四
百
部
に
及
ぶ
草
双
紙
、
等
々
：
．
。
今
日
で
は
も
は
や
入
手
し
が
た
い
費
重
な
資
料
も
多
く
、
戦
災
で
蔵
書
の
ほ
と
ん
ど
を
失
わ
れ
た
柳
田
先
生
が
、
戦
後
の
短
時
日
の
間
に
、
こ
れ
だ
け
の
汽
料
を
集
め
ら
れ
た
の
に
は
、
敬
歎
の
他
は
な
い
。
柳
田
文
庫
の
整
理
に
あ
た
っ
て
は
、
先
生
の
実
証
的
・
体
系
的
学
風
の
土
痰
と
な
っ
た
こ
れ
ら
多
種
多
様
の
狡
料
を
、
文
庫
の
特
色
を
出
し
つ
つ
、
如
何
に
一
冊
の
目
録
に
ま
と
め
る
か
、
と
い
う
点
で
論
議
を
重
ね
た
。
ま
ず
、
冊
子
目
録
の
描
成
を
ど
う
す
る
か
。
幾
つ
か
案
の
出
た
中
、
結
局
、
質
批
と
も
に
柳
田
文
庫
の
中
核
を
な
す
明
治
期
刊
行
の
和
書
を
巻
頭
に
ま
と
め
、
文
庫
目
録
の
軸
と
す
る
、
と
い
う
方
針
を
得
、
分
類
表
を
作
成
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
冊
子
目
録
に
ゆ
ず
る
と
し
て
、
主
類
表
を
掲
げ
て
お
く
。
A
明
治
期
刊
行
図
害
（
含
写
本
）
B
大
正
•
昭
和
期
刊
行
図
忠
（
含
写
本
）
D
淡
筋
E
自
筆
稿
本
類
F
害
翰
類
G
抜
柑
類
H
新
聞
雑
誌
切
抜
頬
I
抜
刷
雑
誌
•
新
聞
J
 
c
洋
害
ま
た
、
一
冊
一
冊
の
目
録
に
つ
い
て
は
、
柳
田
先
生
の
識
語
・
柑
き
入
れ
の
あ
る
も
の
に
注
意
し
、
図
由
は
勿
論
、
新
聞
雑
誌
の
切
抜
の
類
ま
で
す
べ
て
注
記
し
た
。
旧
蔵
者
印
の
あ
る
も
の
の
中
で
、
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
旧
蔵
者
名
を
注
記
し
た
。
（
例
•
三
宅
雪
徹
旧
蔵
）
明
治
期
の
図
書
に
つ
い
て
は
出
版
さ
れ
て
百
年
以
上
経
過
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
破
狽
の
甚
し
い
も
の
も
多
々
あ
る
が
、
原
装
を
雌
重
す
る
意
味
か
ら
も
、
製
本
は
せ
ず
に
峡
に
入
れ
、
明
治
の
匂
い
を
少
し
で
も
残
す
よ
う
心
掛
け
た
。
文
庫
の
賂
理
は
、
本
を
知
り
、
整
理
技
術
を
学
ぶ
最
善
の
機
会
、
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
柳
田
文
庫
は
ま
さ
に
貴
重
な
教
材
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
居
な
が
ら
に
し
て
様
々
な
究
料
に
接
す
る
お
も
し
ろ
さ
を
与
え
て
く
れ
た
と
同
時
に
、
目
録
作
業
、
分
類
作
業
、
編
集
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
難
問
の
連
続
で
あ
っ
た
。
柳
田
文
庫
の
目
録
が
完
成
す
る
と
、
次
は
本
間
久
雄
先
生
の
辿
蔵
書
が
整
理
を
待
っ
て
い
る
°
刊
本
中
心
の
柳
田
文
庫
に
対
し
、
本
間
文
庫
は
同
じ
明
治
文
学
で
も
自
筆
洒
料
中
心
と
、
は
っ
き
り
そ
の
色
彩
を
異
に
す
る
が
、
両
文
庫
の
整
理
完
了
の
時
に
は
、
明
治
文
学
の
一
大
資
料
群
と
し
て
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
新
し
い
財
産
に
な
る
は
ず
で
あ
る
°
早
稲
田
の
生
ん
だ
明
治
文
学
研
究
の
先
党
者
、
柳
田
泉
、
本
間
久
雄
両
先
生
の
毀
重
な
造
産
が
後
進
の
前
に
開
か
れ
る
日
も
そ
う
遠
く
な
い
。
柳
田
文
庫
の
整
理
を
始
め
て
間
も
な
い
あ
る
日
、
昭
和
三
十
八
年
四
月
二
十
一
日
付
の
、
あ
る
雑
誌
の
グ
ラ
ビ
ア
に
、
自
宅
で
く
つ
ろ
が
れ
る
柳
田
先
生
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
を
眼
に
し
ま
し
た
°
哀
室
の
低
の
上
に
租
ま
れ
た
本
、
本
、
本：’，
＇’o
残
さ
れ
た
わ
ず
か
な
空
間
に
、
万
年
床
（
？
）
が
窮
窟
そ
う
に
敷
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
、
う
ず
高
く
甜
み
上
げ
ら
れ
た
本
の
山
を
見
た
時
、
今
、
こ
の
本
を
整
理
し
て
い
る
の
か
、
と
何
か
身
の
引
き
し
ま
る
思
い
に
と
ら
わ
れ
た
こ
と
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
写
真
と
同
じ
、
昭
和
三
十
年
代
、
柳
田
先
生
が
、
図
書
館
の
和
漠
害
係
に
、
先
日
亡
く
な
っ
た
中
沢
保
さ
ん
を
尋
ね
て
時
々
来
ら
れ
た
の
を
想
い
出
し
ま
す
。
そ
う
し
た
折
々
、
当
時
若
倍
だ
っ
た
我
々
に
、
「
君
、
す
ま
ん
が
こ
の
本
を
祖
庫
か
ら
持
っ
て
来
て
く
れ
ん
か
ね
」
と
遠
慮
が
ち
に
言
わ
れ
る
の
に
は
、
却
っ
て
恐
縮
し
た
も
の
で
し
た
。
三
十
年
後
の
今
日
、
先
生
の
追
蔵
害
を
整
理
す
る
一
員
に
な
ろ
う
と
は
、
思
い
も
よ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
責
任
の
重
さ
を
感
じ
る
次
第
で
す
。
（
中
村
義
人
）
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